第1部
はじめに
本ガイドラインは、メタデータの提供者、利用者双方を対象に、メタデータの設計、作成から利用、運用管理まで、メタデータの相互運用性、長期利用可能性を高めるための指針を示します。対象とする範囲が広く、一般的な原則から具体的な記述のための技術上の注意点までを扱うため、次のように構成します。
全般的な説明から技術的な詳細へと、段階的に章を構成します。
指針を枠で囲んで提示し、背景や狙いを述べた上で、指針の細目(推奨するポイント)を箇条書きで示します。細目の前に、対象がメタデータの提供者(設計者)なのか利用者なのかを明示します。
必要に応じて、サブ項目を設けてより詳しく説明します。具体的な記述例や技術解説は、同じ指針番号に対応する技術詳細において説明します。
本ガイドラインをメタデータの設計、作成、利用に取り入れるにあたって、一度に実施することが難しい場合は、段階的に推奨事項を採用していくことも考えられます。その際の参考となるように、各指針にA、B、Cの優先順位を示し、取り組みのプランを立てやすくしました。
(※優先度Cは重要度が低いということではなく、A、Bの指針を実践してからのほうが効率がよい、というほどの位置付けです)
出版物の電子書籍化が進み、大学・研究機関では論文等の学術系機関リポジトリが整備されつつあります。また、国立国会図書館、国立公文書館等においては明治期以降の資料についてデジタル化を進めています。
こうしてウェブ上においてもデジタルコンテンツを提供する基盤ができつつありますが、利用者が実際に求めるものを探す手段としては、全文検索を主とした検索サイトの利用が中心です。検索サイトを用いて見出されるウェブ上の情報は実に多様であり、信頼性に欠けるものも多々存在します。
より信頼度の高い情報を得るためには、個別のデジタルアーカイブが持つデータを頼ったり、各分野のサイトにおいて専用の検索フォームを利用するしかありません。分野を超えて、信頼性の高い検索を横断的に行なうためには、一定の規則に従って記述されたメタデータが必要となります。
メタデータとは記述対象となる情報資源に関して,決められた属性についてその属性値を書き表したものです。これはペットボトルを例に考えると分かりやすいでしょう(図1)。
通常、ペットボトルには商品名や説明が印字されたラベルがついており、消費者はラベルを見て中身を判断しています。そのラベルをはがしてしまうと、中に何が入っているかわからなくなり、人は飲むこと躊躇するでしょう。
液体の入ったペットボトルをデジタルコンテンツ(知的資源)になぞらえると、そのラベルはメタデータであり、ラベルの表記方法がメタデータスキーマであるといえます。
メタデータは、あらゆるところに存在します。スーパーマーケットの商品には、商品名、原産地、価格、重さなどが表示されています。おもちゃであればパッケージに製造社名、製造場所、対象年齢などが記載されているでしょう。
店の看板などもメタデータです。看板があることによって、その店で何を売っているかを推測することが可能となります。商品の情報だけでなく、利用対象者、利用環境など、細かい属性をメタデータとして設定することで、ユーザーは商品を選びやすくなります。
コンテンツ提供に関わる様々な組織やコミュニティは、コンテンツを利用しやすくするために、メタデータも作成・提供しています。その数は増大の一途をたどっていますが、これらのメタデータは、各機関のコンテンツの特性や要件に基づいて作成され、共有や相互利活用を前提としていない場合が少なくありません。同じ書籍のメタデータといっても、オンライン書店ごとにその内容は異なっています。
様々な目的を持った多種多様なメタデータが利用されている状況の中で、情報資源の発見や相互利用性を高めるためには、メタデータの記述方法が標準化されていなければなりません。ペットボトルの中身を消費者がきちんと理解するためには、商品ごとにラベルの読み方が違っていては具合が悪く、誰にでも分かる共通の表示方式が必要なのです。
相互に利用可能なメタデータを作成するためには、次に示す原則に従った記述の約束が求められます。
この原則を踏まえたうえで、コンテンツ提供機関のメタデータに求められる内部的要件を損なうことなく、メタデータを相互利活用できるようにするための指針が必要です。
コンテンツが企画設計、制作、利用、保存管理という段階を持つように、メタデータにもライフサイクルがあります。メタデータは、まず目的に合わせた語彙の設計と選択、記述規則の設計が行われます。そしてコンテンツ提供者によって、その規則に従ったメタデータが作成されます。作成されたメタデータは、コンテンツ利用者によって共有・活用され、情報資源の発見、組織化、新しいサービスの創出に生かされます。メタデータおよび記述規則は、必要に応じて追加、修正、バージョン管理等を行い、運用・維持されます(図2)。
《設計》、《作成》の指針は主として図書館、公文書館、美術館、博物館、サービス事業者、出版社等のコンテンツ提供者、《利用》の指針は主としてコンテンツ利用者を念頭においていますが、コンテンツ提供者が指針に則ってメタデータを作成すれば、利用者は《作成》の指針に示された形でのメタデータを期待でき、より確実なメタデータ活用が可能となります。
《運用・維持》の指針は、提供者が適切なバージョン管理情報を用意し、利用者がそれを参照することで、コンテンツおよびメタデータの長期にわたる利用が可能になることを目指しています。
本ガイドラインでは、メタデータ共有のために以下の指針を提案します。個々の指針については、第2章で、それぞれの技術詳細については第3章で詳述します(括弧内のA、B、Cは優先度)
このガイドラインでは以下の用語を用います。
また本ガイドラインでは、特に断らない場合は次の対応表による接頭辞を用いてプロパティなどを記述します。
接頭辞 | 対応URI | 語彙名 |
---|---|---|
rdf: | http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns# | RDF語彙 |
rdfs: | http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema# | RDFスキーマ語彙 |
owl: | http://www.w3.org/2002/07/owl# | OWL語彙 |
dc: | http://purl.org/dc/elements/1.1/ | シンプルDC語彙 |
dcterms: | http://purl.org/dc/terms/ | DCタームズ語彙 |
skos: | http://www.w3.org/2004/02/skos/core# | SKOS語彙 |
skosxl: | http://www.w3.org/2008/05/skos-xl# | SKOS拡張ラベル語彙 |
foaf: | http://xmlns.com/foaf/0.1/ | FOAF語彙 |
dsp: | http://purl.org/metainfo/terms/dsp# | 記述規則定義言語語彙 |
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交換のためのメタデータ設計について、記述語彙の選択・設計、記述規則の定義、シンプルなメタデータフォーマットへの変換に関する指針を示します。
メタデータを設計する際に、当面扱う資料や組織内での使用のみを念頭に記述規則を決めてしまうと、外部とのメタデータの交換や共有が難しくなる恐れがあります。将来メタデータを他組織と交換したり、広く公開して流通させる可能性を考えて、できるだけ標準的な語彙を選択し、相互運用可能な形で記述規則を設計します。
メタデータ設計者は:
既存スキーマを利用してメタデータを設計する際に、語彙の定義や記述規則の制約が部分的にニーズに合わない場合があり得ます。このとき、記述規則で元語彙の定義と矛盾する規則を定めると、同じ語彙を用いている他のメタデータとの相互運用が困難になってしまいます。非互換を避けるため、使用語彙や参照記述規則の定義は尊重してください。
メタデータ設計者は:
扱うコンテンツの特性や組織で利用するための要件によって、メタデータ記述に用いる語彙、構造はさまざまに異なります。これらの異なるフォーマットのメタデータを相互利用可能な設計が必要です。
詳細なデータを表現するためには、領域固有の専門用語による語彙が必要な場合もあります。メタデータを広く共有・交換するためには、専門外であっても最小限の共通理解を可能にするための情報も提示されていることが望まれます。
メタデータ設計者は:
メタデータ利用者は:
読んで理解できる説明の付与 未知の領域のメタデータを利用するためには、まず人間の利用者がそのメタデータの記述語彙を理解する必要があります。語彙、記述規則の定義には、機械可読情報に加えて、表示用のラベルと理解のための説明(コメント)を付与してください。
領域外からの利用も考慮し、公開スキーマには、非専門家であっても基本的な意味を理解できるような補助説明、もしくは解説への参照を加えることが望まれます。
構造を単純化した共通項 異なるフォーマットのメタデータをコンピュータで利用する場合、処理のために、何らかのレベルで構造を単純化した共通項が必要となります。これは、固有のプロパティをより汎用的なプロパティに置き換えたり、構造化された値を単純な文字列値に変換することを含みます(この単純化をダム・ダウンと呼びます)。
(具体的な方法については、技術詳細を参照)
組織において一貫したメタデータを作成するためには、どのような記述項目でレコードを表現するか、それぞれの項目にはどのプロパティを用い、その値をどう記述するかを明示する記述規則が必要となります。
これらの記述規則はフォーマットがまちまちであり、規約として表現される内容も異なっているため、コンピュータによるメタデータの検証に用いたり、他組織の記述規則を再利用することが困難です。記述規則の表現方法も標準化することが、相互運用性の向上につながります。
メタデータ設計者は:
メタデータ利用者は:
コンピュータ可読な規則 記述規則をコンピュータにも利用できるようにするためには、項目ごとにセクションを分け、説明文と表を交互に提供する形よりも、すべての項目が一覧できる表の形が望まれます。たとえば、
規則 | 規則内容 |
---|---|
項目規則名 | タイトル |
プロパティ名 | dc:title |
最小出現回数 | 1 |
最大出現回数 | 1 |
値タイプ | 文字列 |
値制約 | なし |
コメント | 内容を表すタイトル |
という表を説明文とともに項目ごとに繰り返すよりも、次の一覧表のほうがコンピュータ処理には適しています。
項目名 | プロパティ | 最少回数 | 最大回数 | 値タイプ | 値制約 | コメント |
---|---|---|---|---|---|---|
書籍ID | 1 | 1 | ID | 文書のID | ||
タイトル | dc:title | 1 | 1 | 文字列 | 内容を表すタイトル | |
著者 | dc:creator | あれば必須 | - | 文字列 | 作者を一人ずつ記述 | |
発行日 | dc:issued | あれば必須 | 1 | 文字列 | コンテンツの発行日 |
メタデータ設計者は、人が参照するための記述規則に加え、別途定める「記述規則定義言語」(DSP言語)を用いたRDF形式、もしくは「簡易DSP」の書式による一覧の形の規則表を、コンピュータ可読な形で用意してください。
表2は簡易DSPを用いた記述の一例です。
メタデータを共有・交換目的で公開する場合の推奨記述方法の指針を示します。個別の目録、データベースにおける記述は必ずしもこの指針に沿う必要はありませんが、公開に際しては指針に対応するよう変換できることが望まれます。
組織内のデータベースにおける目録(メタデータ)であっても、一般にレコードのID(主キー)フィールドを持ちます。メタデータを公開して共有可能とするためには、このIDが他組織のIDと重複することなく、またWWWのようなグローバルな環境においてもどのレコードを示すのか確実に認識できるようにする必要があります。
メタデータ提供者は:
組織内データベースのIDフィールドは、必ずしもURIとする必要はなく、メタデータの名前空間URIを定め、IDと名前空間URIとの組み合わせでURIに一意に変換して公開できれば構いません。
メタデータ利用者は:
メタデータは、コンピュータによる処理、連動、再利用に加え、画面表示のためにも用いられます。このとき、コンテンツが何であるかをすばやく確実に把握できるような情報が必要です。
メタデータ提供者は:
名前は可能ならばユニークな(一組のメタデータ内で重複しません)ものを与えます。複数コンテンツのオーセンティック名が重複する場合は、補助的なプロパティとの組み合わせで識別できるようにすることが望まれます。
メタデータ利用者は:
作者の記述にはさまざまな方法が用いられ、それぞれの合理性がありますが、異なるメタデータ間での相互運用性を高めるために、できるだけ推奨記述方法を採用してください。
メタデータ提供者は:
(リテラルと実体記述の使い分け、および役割の記述については技術詳細を参照)
メタデータ利用者は:
姓名の区切り 作者の名前は、姓名を区別できるように記述してください。
特に日本語の場合、姓名が直接つながれた名前から姓と名を分離することは難しいので、可能な限り姓と名を区切った形で名前を記述します。区切り文字には、スペース文字もしくはカンマを用います。外国名のカタカナ表記については中点「・」を用います。
※人名の記述に関する詳細な規則提示はこのガイドラインの範囲を超えるので、国立国会図書館の「個人名・団体名標目の選択・形式基準」*1などを参照してください。
共著、連名の記述 共著、連名の場合のリテラル著者ラベルは、ひとつの著者プロパティの値として、資料に記載された順序を尊重して、一貫した区切り文字で著者を区切って記します。区切り文字の約束は、記述規則で明記してください。
実体型の著者記述が必要な場合は、リテラル型著者記述と併記してください。
(詳細については技術詳細を参照)
メタデータの記述において、リソースを時空間に位置づける日時情報、位置情報はしばしば重要な役割を果たします。これらのプロパティおよび値が標準化されていれば、たとえば異なる情報源からのデータを組み合わせてカレンダーや地図上に表示するといったサービスで有効に利用できます。
メタデータ提供者は:
(それぞれのプロパティについては技術詳細を参照)
メタデータ利用者は:
日時のフォーマット 日時プロパティの値は、原則として2011-02-10T12:30:00の形(XMLスキーマの日時形式)もしくは2011-02-10の形(XMLスキーマの日付形式)とし、可能ならば項目規則の値制約としてどちらかの形かを明示してください。
個別データベースにおける日時プロパティ値はこれらに限定する必要はありませんが、公開する場合は上記のいずれかに変換することを原則とします。特に、スラッシュ区切りの日付(”02/10/11”の形)は、地域によって意味が異なる*2ので、公開メタデータの日時プロパティ値での使用は避けるようにしてください。
位置情報の値 位置情報を緯度経度で与える場合、世界測地系(WGS84)の百分率値で記述します。住所を構造化して記述する場合は、VCARD語彙に対応付けできる形で記述してください。
(詳細は技術詳細を参照)
リソースの発見を容易にするために、メタデータにはしばしばキーワード(タグ、主題件名、分類など)が含まれますが、多くの場合これらのキーワードは任意の単語が用いられ、検索漏れやノイズを生じてしまいます。キーワードを広く共有可能な形での記述が求められます。
メタデータ提供者は:
(具体的な値の記述は、技術詳細を参照)
メタデータ利用者は:
日本語では多くの場合に読みが必須要件となりますが、欧米語圏ではラベルを単純にリテラルとしか捉えないため、読みに関する国際的な標準は確立されていません。このガイドラインでは、読みの与え方として2通りの方法を示します。
メタデータ提供者は:
(具体的な記述方法は、技術詳細を参照)
メタデータ利用者は:
プログラムでメタデータのリテラル値を扱う際に、(1) その値がテキスト文字列なのか、数値なのか、年なのかといった「型」が分かるほうが処理がスムーズな場合があります。また(2)、音声読み上げや自動翻訳のためなど、何語(日本語、英語、仏語など)の文字列なのかが分かるほうが都合がよい場合もあります。
メタデータのリテラル値には、(1) のために「データ型」を、(2) のために「言語タグ」を持たせることができます。一方、データ型、言語タグを持つものと持たないものは、リテラル値が同じであっても、アプリケーションは異なる値として処理するので、使用には注意を要します。
メタデータ提供者は:
メタデータ利用者は:
作成したメタデータを公開したり、公開されているメタデータを利用したり組み合わせたりする際に、相互運用性を高めるための指針を示します。
メタデータの交換、共有は、関係する組織やサービスが多くなると複雑さを増す。さまざまな組織、サービス間で柔軟にメタデータをやり取りするために、公開データの記述にRDF(4.1 参照)を用います。
メタデータ提供者は:
メタデータ利用者は:
異なる組織・サービス間でのデータ交換のためには、それぞれのデータ項目や構造のマッピングが必要になります。この交換が複数組織・サービス間になると、必要なマッピングはN対Nに幾何級数的に増加します。ここで、データ交換の中間項となるフォーマットがあれば、変換マッピングは各組織と中間項の間だけ(N対1)ですみます。
RDFは、
といった特長を持ちます。これを利用し、RDFを各組織・サービスのデータ交換の中間項と位置づけることができます(4.1.5参照)
多様なメタデータを組み合わせて利用する場合、領域特有の関係を表すデータが含まれる可能性があります。このとき、語彙定義もしくは記述規則において定義されている上位プロパティが既知の語彙のものであれば、およその意味を把握して利用できます。
メタデータ提供者は:
メタデータ利用者は:
具体的なダムダウンの手順については、2.3.3を参照。
個々のデータベースで詳細に記述されているメタデータを公開用RDFに変換する際に、汎用標準プロパティに合わせるために、複数のメタデータ項目が結合されてしまうケースがあります。いったん結合され単純化されてしまったメタデータを再度詳細化することは非常に難しいので、情報が欠落してしまい、再利用に支障をきたす場合があります。
公開のための変換時に、無理な連結や単純化をせず、利用者が変換できるようにします。また、基本的な属性については単純化した値をオリジナルと併せて提供してください。
メタデータ提供者は:
元データの構造が冗長である場合は、情報が失われない範囲で、公開時に単純化しても構いません。
スキーマで十分な情報が提供されていれば、アプリケーションはそれを用いてダムダウンを行なうことができます。しかし、すべてのアプリケーションがスキーマを参照するとは限らず、またデータ構造によってはダムダウンにはコストがかかる場合もあります。
タイトル(標準ラベル)、作者、日時情報に関しては、あらかじめシンプルDC相当(rdfs:labelなど、2.2での推奨プロパティを含む)に変換したプロパティも併せて提供することを推奨します。
メタデータ利用者は:
公開するメタデータやスキーマを長期にわたって利用可能にするための、運用に関する指針を示します。
スキーマは一度作成したら不変とは限らず、必要に応じて語彙を追加したり、定義の細部を修正する場合があります。スキーマの更新内容によっては、古いバージョンのスキーマに準拠して書かれたメタデータが、新バージョンでは正しく解釈できなくなる可能性もあります。メタデータを長期にわたって利用可能にするため、適切な情報の提供が必要です。
メタデータ提供者は:
メタデータ利用者は:
メタデータを適切に利用し、長期の相互運用性を確保するためには、メタデータ自身がいつ誰によって作成されたかなどの「メタ・メタデータ」も重要になります。
メタデータ提供者は:
メタデータ利用者は:
複数の情報源のデータは、いったん集約してしまうと情報源を区別できなくなってしまいます。また同じ情報源であっても、収集のタイミングによってデータが異なる可能性があり、どの時点での情報であるかが重要になることがあります。
メタデータ利用者は:
メタデータを設計・作成するために、またメタデータを利用する際にその規則を確認するために、スキーマを検索したい場合があります。またあるスキーマについて、過去にさかのぼってその定義を確認したい場合もあります。こうした検索・発見を容易にするために、公開レジストリを活用できます。
メタデータ提供者は:
メタデータを新たに設計・作成する場合に、既存スキーマを参考にできれば開発期間が短縮でき相互運用性も高まりますが、適当なスキーマを見つけるのは簡単ではありません。またメタデータを利用する際に、準拠スキーマが明示されていなくても、ジャンルや使用プロパティからスキーマを検索できれば、規則を確認できる可能性があります。
メタデータ利用者は:
メタデータを利用する場合、そのデータがスキーマに正しく準拠していないと、アプリケーションでの処理がうまくいかなくなってしまいます。
メタデータ提供者は:
スキーマの明示については、2.3.2を参照。
第3部
ガイドラインの技術詳細
第2章で示した各指針を実現するための、技術的な詳細を解説します。各指針の節・項番号は、第2章と対応しています。
(この指針に対応する技術詳細はありません)
メタデータ設計者が、スキーマ設計に際して既存語彙を利用するとき、定義の一部がニーズに合わないことがあります。たとえば《著者やタイトルを構造化するメタデータの設計にDCタームズ(dcterms:)を用いたいが、titleプロパティの値域がリテラルと定義されており、読みを付与するための構造化ができない》といったケースが挙げられます。
このとき、記述規則で「dcterms:titleの目的語に構造化タイトルを用いる」と制約を定義すると、元語彙定義との間で矛盾が生じ、同じdcterms:titleを用いている他のメタデータとの相互運用が困難になってしまいます。このケースでは、「構造化にはdc:titleを用いる」という本来の約束を尊重し、記述規則でもdc:titleによる構造化の制約を定義します。*3
複数語彙の混在と独自語彙定義 メタデータ設計者が、既存の語彙を再利用して記述規則を定義しようとすると、複数語彙の組み合わせが必要となる場合が少なくありません。前の例で言えば、基本的な記述にはdcterms:を用いつつ、titleのみdc:語彙を用いることになります。また、著者などの人物記述にはFOAF語彙を用いたり、ラベルの構造化のためにSKOS拡張ラベル語彙を用いるなど、それぞれの目的に応じた語彙を組み合わせるため、参照する名前空間(語彙定義)が増えてしまうことになります。
語彙の組み合わせに関しては、2 つの観点があります。
後者の観点から、(既存語彙でカバーできるタームも含めて)必要なタームをすべて独自語彙として定義しても構いません。定義した各タームは、標準汎用語彙のタームのサブプロパティとして関連付けておいてください。*4
いずれにしても、既存語彙の定義と矛盾しないよう、相互運用性に配慮することが重要です。
異なるフォーマットのメタデータをコンピュータで利用する場合、処理のために、何らかのレベルで構造を単純化した共通項が必要となります。メタデータ設計者は、シンプルDCによる非構造化メタデータをその共通項とし、個別メタデータからこのシンプルDCによる共通項に単純化(ダムダウン)するための対応規則を、機械可読な記述規則に用意することを推奨します。
データ利用の際のダムダウン解釈については2.3.3、ダムダウンのためのマッピング方法については4.2も参照。
プロパティの単純化のための情報 最も汎用的な標準語彙であるシンプルDCとの関連を示すことによって、未知の語彙をコンピュータ処理する際に、最小限の相互運用性を確保できるようにします。
ダブリンコアは、シンプルDCとDCタームズで同じ名前のプロパティ(たとえばtitle)を提供し、後者を前者のサブプロパティと定義しています。したがって、後者とのサブプロパティ関係を定義すれば、シンプルDCとは間接的に関連付けることができます。
DCとの直接関連付けと間接関連付け ダブリンコアに関連付けるとき、直接、間接のどちらとするかは、実際のプロパティの定義においてDCタームズの定義域、値域を継承したいかどうかによります。
たとえばex:subtitleというプロパティを、dcterms:titleのサブプロパティとすれば、値域rdfs:Literalが継承されます。ex:subtitleの値を構造化して読みを与えたければ、dc:titleのサブプロパティとして定義しなければなりません。
逆に、DCタームズの方に意味の近いプロパティがあれば、そちらのサブプロパティとして定義します。たとえばex:composedは、dc:dateでなくdcterms:createdのサブプロパティとします。利用アプリケーションは、
から、サブプロパティ関係を利用して
の両方を推論できます。アプリケーションがDCタームズを理解するなら、より適切な意味でこの値を扱えることになります。
(※rdfs:subPropertyOfはこうした汎用的な推論ができるので、dsp:propertyMappingよりも応用範囲が広くなります)
構造化値を単純化するための情報 構造化記述の場合、内容のテキスト要素だけを連結しても意味があるようにするか、テキストとして取り出すべき内容を次の方法で提示します。
全体・部分関係の記述全体・部分関係は、両者を実体として表現して、部分-dcterms:isPartOf→全体、あるいは全体-dcterms:hasPart→部分で関連付け、部分、全体リソースのメタデータは、それぞれのレコードで記述します。
その上で、全体、部分の主要プロパティを直接表現するためのショートカット用プロパティを用意しても構いません。
また、基本レコードと上位(下位)構造のメタデータを連結した項目(「全集タイトル‐作品タイトル」など)を用意し、シンプルDCにマッピングしても構いません(3.2.2「標準ラベルの付与」を参照)。
データベースにおいて全体、部分が独立した実体として扱われていない場合、移行措置としてdcterms:isPartOf(dcterms:hasPart)の値を構造化しても構いません。*5
記述規則を相互に理解・利用可能とし、機械的な検証にも活用するため、メタデータ設計者は(内部的に利用するための表形式記述規則に加えて)「記述規則定義言語」(OWL-DSP)を用いて記述規則を定義してください。OWL-DSPによる記述が難しい場合は、表形式記述規則の表現方法を標準化し、OWL-DSPへの変換手順を定めた「簡易DSP」を用いた記述規則定義を用意してください。
記述規則定義言語(OWL-DSP) コンピュータ処理可能な記述規則定義のために記述規則定義言語(OWL-DSP)を定めます。
OWL-DSPは、DCMIのシンガポール・フレームワーク*6で取り入れられたDescription Set Profile(記述セットプロファイル*7)の定義言語*8をベースに、OWL*9による定義ができるように拡張・改定した記述言語で、次の要素で構成されます。
OWL-DSPのスキーマ(オントロジー記述)を6.1に示します。
簡易DSP 簡易DSPは、表3の要素を用いて各項目の記述規則を定義します。
この要素を用いた項目記述規則「行」の集まりとしての表を、レコード記述規則「表」とします。値を構造化する場合は、入れ子となる項目の集合をあらたなレコード記述規則として定義し、値制約から参照する形をとります。複数のレコード記述規則「表」は、「ブロックID」をつけて識別します。
値制約を検証可能にするためには、データ型、語彙は(名前空間)URIで記述します。これらを修飾名で短縮記述するために、名前空間URIを接頭辞にマッピングする特別なブロックを先頭に置くことができます(簡易DSPの詳細は、6.2を参照)。
簡易DSPで記述した定義表は、OWL-DSPに変換できます。
要素 | 役割 |
---|---|
項目規則名 | 「タイトル」などの項目名 |
プロパティ | dc:titleなど、項目に対応するRDFプロパティ |
最小出現回数 | 任意であれば0、必須であれば1などの整数(ただし「推奨」「あれば必須」などのテキストでも可) |
最大出現回数 | 繰り返し不可であれば1などの整数、もしくは制約無しならば- |
値タイプ | 文字列、構造型(入れ子に相当)、参照値(URI)など |
値制約 | 文字列のデータ型(xsd:dateなど)や値の語彙(NDLSHなど) |
コメント | 記述に関する補足説明 |
RDFスキーマ、XMLスキーマとDSP メタデータの記述に用いるRDF語彙の定義は、RDFスキーマ(4.1.3参照)やOWLを用いて行ないます。OWL-DSP(記述規則定義言語)は、これらで定義した語彙をどのように組み合わせ、記述にどのような制約を与えるかを定義します(図3)。
XMLスキーマは、(RDFの記述ではないという点を除けば)語彙定義と記述規則の両方を表現できます。XMLスキーマも外部語彙をインポートすることは可能ですが、一般には独自の語彙とその記述制約を一括して定義するために用いられることが多いでしょう。
メタデータ作成においては、語彙はできるだけ既存の標準的なものを再利用し、そこに必要な制約条件を加えてスキーマを定義することで、相互運用性を高めることができます。そのためDSPは、語彙定義機能を分離し、組み合わせと制約条件(記述規則)を定義するものとなっています。
メタデータ提供者は、URIについて以下の点に留意してください。
(いずれも必須の要件ではありません)
情報リソースと非情報リソース ウェブ上のデジタルコンテンツのように、ネットワーク経由でその本質的内容を取得できるリソースを情報リソースと呼びます。これに対し、印刷物や人間、会社、抽象概念など、ネットワークで直接アクセスできないリソースを非情報リソースと呼びます。*10これらURIの与え方については、以下の基準を推奨します。*11
メタデータ提供者は、以下の点に留意してラベルを付与します。メタデータ利用者は、ラベルの処理に際して以下の指針を考慮してください。
標準ラベルのプロパティ ラベルを示すプロパティは、次の方針で選択します。
関連ラベルと代替ラベル サブタイトルなどの関連ラベルは、原則として本ラベルと一体として扱います。
代替ラベルは、本ラベル(優先ラベル)とは別の項目として扱います。skos:altLabelを用いて記述できます。
別言語のラベルは、本ラベルのプロパティを繰り返して言語タグで区別します。ただし翻訳書の原題のように、本ラベルと同列に扱えない別言語ラベルは、dcterms:alternativeで別扱いしても構いません。
全体・部分関係とラベル 全集やシリーズなどの上位構造を持つ場合、
出版物などの具現化形態(体現形)をコンテンツの基本単位とする場合は、逆にdctems:hasPartで結びつけます。
作者の記述にはさまざまな方法が用いられ、それぞれの合理性がありますが、異なるメタデータ間での相互運用性を高めるためには、一定の指針も必要です。メタデータ提供者は、できるだけ以下の推奨記述方法を採用するとともに、シンプルDCへのダムダウン手段を提供してください。
メタデータ利用者は、作者プロパティの処理に際して以下の指針を考慮してください。
リテラルと実体記述の使い分け 作者を名前のみ(リテラル)で記述する場合と実体として記述する場合でプロパティを区別し、可能ならば両方を記述します。
メタデータ・レコードにおける作者の表現方法には、名前のみをリテラル値として記述する方法と、著者を独立した実体として扱い、著者実体への参照として記述します(あるいは入れ子構造で記述します)方法の両方が用いられます。メタデータ利用の際にこれらを区別して扱うことができるよう、プロパティを使い分けます。
一般に実体として記述するほうが情報量が多く、同一著者による複数コンテンツを集約する場合にも有利ですが、後述の連名の場合の順序のように、リテラル値でないと表現が難しい情報もあるので、可能であれば両方を記述します。
実体による記述を含める場合、可能であれば空白ノードによる構造化記述ではなく、国立国会図書館名称典拠URI*16などの典拠レコードのURI(もしくは典拠ID)を用い、メタデータを統合する場合に同一人物を識別、集約できるようにします。
(※dcterms:creatorの値域はdcterms:Agentなので、典拠レコードで標目のURIと実体のURIを使い分けている場合は、実体のURIを目的語とすします(3.2.1参照)。使い分けがない場合は、典拠のURIをdcterms:Agentとみなしても構いません。)
共著、連名の記述 メタデータをRDFとして記述する場合、各プロパティ(トリプル)の順序が保存されないので、実体による著者記述だけでは、共著、連名の著者順を示すことが困難です。一方で、特に学術論文の場合、連名著者の場合の順序が重要とされます。
この情報を利用しやすい形で保持するために、リテラルによる複数著者記述には:
実体記述のRDFで著者順序を示すためには、RDFリストを用いることもできます(4.3.1を参照)。
役割の記述 主著者以外の編者、監修者などは、dc:contributorとして記述できます。役割を詳細化して明示したい場合は、MARC Code List for Relators語彙*17のプロパティなどが利用できます。リテラル値記述と実体値記述を併用する場合、リテラル値に役割を示す文字を含めても構いません。
メタデータ提供者が日時、位置情報を記述するにあたっては、以下の形を推奨します。メタデータ利用者は、日時・位置情報の処理に際して以下の指針を考慮してください。
日時のプロパティ 次の観点でプロパティを選択してください。
期間の表現 期間を表すためには、開始、終了それぞれのプロパティを直接記述する方法と、日時のプロパティ値を構造化して記述する方法があります。この場合、
開始、終了日時を記述する場合、開始日時をdc:dateにダムダウン可能にします。
日時プロパティの値 日時プロパティの値は、原則としてXMLスキーマの日時形式(xsd:dateTime)もしくは日付形式(xsd:date)*20とし、可能ならば項目規則の値制約としてどちらかのデータ型を明示します。日時の精度を特定できない(年、年月、日付、日時などが混在し得る)場合は、値制約をdcterms:W3CDTF*21とします。
確定できない日時の記述 古典作品の作成日の「1850年頃」「17世紀」などように、特定の日時として記述できない値をとりうる項目の場合は、dc:dateなどではなく、目的に応じたプロパティ(たとえばex:created)を定義して、規則のコメントに値に関する注記を加えます。
作成日に「1810~1812年」と幅がある場合、「1810~1812年」の3年間をかけて制作した(期間)のか、「1810~1812年」頃の作成と考えられる(推定範囲)のかを区別します。前者はdateRangeなどの期間を表すプロパティで記述できますが、後者は上記のex:createdのように曖昧さを織り込んだプロパティで記述します。
位置情報のプロパティと値 位置情報を緯度経度で与える場合、W3Cの基本Geo語彙*22を用い、世界測地系(WGS84)の百分率値で記述してください。
住所を構造化して記述する場合は、RDF VCard*23などのvCard語彙に対応付けできるプロパティを用います。
レコードの主語と位置情報の関係 位置情報を記述する場合、レコードを記述しているリソースがその位置にあるのか、リソースがその位置となんらかの関係を持つのかを区別してください。
例えば博物館の収蔵品の場合、発掘地はその収蔵品自身の現在位置ではないので、発掘地を表す「場所リソース」と関連付けて示す必要があります。リソースと場所を関連付ける汎用プロパティは標準化されていないので、必要に応じてプロパティを選択もしくは定義してください。
統制語彙によるキーワードの与え方は、
の2つの方法があります。メタデータ提供者がキーワード記述に用いるプロパティとして、1.の方法の場合はdcterms:subjectを、2.の場合はdc:subjectを、このガイドラインでは推奨します。「リンクするデータ」の原則*24を生かすためには、1.のURI型キーワードがより望ましいといえます。
URI型キーワード 代表的なものとして、国立国会図書館件名標目(NDLSH)、米議会図書館件名標目(LCSH)、DBpedia(WikipediaのRDF版)を挙げます。
統制語彙 | 名前空間URI |
---|---|
NDLSH | http://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh/ |
LCSH | http://id.loc.gov/authorities/lcsh/ |
DBpedia | http://dbpedia.org/resource/ |
データ型付キーワード キーワードがURIとして定義されていない場合、たとえばDCMIの符号化スキームのURIを名前空間(データ型)として用い、型付リテラルとしてのキーワードを表現できます。*25
DCMI符号化スキームの代表例
スキーム名 | 統制語彙 |
---|---|
dcterms:DDC | デューイ十進分類法 |
dcterms:LCC | 米国議会図書館分類法 |
dcterms:UDC | 国際十進分類法 |
dcterms:TGN | ゲッティ地名シソーラス |
メタデータ提供者がラベルの読みを記述する場合は、以下の方法を推奨します。メタデータ利用者は、ラベルの処理に際して以下の形で読み情報が加えられる場合があることを考慮してください。
言語タグによる読み たとえば「タイトルは1つのリソースについて1つ」と限定できる場合、そのタイトルの読みを、同じプロパティを反復して記述し、言語タグで区別して構いません。
この方法は、メタデータの構造を単純なものとできる利点があります。一方で、記述規則の制約を「タイトルは1回のみ」として検証を行なうことができません。また、そもそもタイトルが複数ある場合は、読みがどのタイトルに対応するかを判別できません。
構造化ラベルによる読み 単純な言語タグでの読みでは不十分な場合は、skosxl:Label型のリソースとしてラベルを構造化し、その内容にラベル値と読みを記述します。読みのプロパティとしてはdcndl:transcriptionを用いることができます。
なお2010年10月のDC語彙改定で、構造化ラベルにはdcterms:titleではなくdc:titleを用いるか、独自のプロパティを定義することとされています。*27
メタデータ提供者は、データ型、言語タグを用いる場合は、次の点に留意してください。
リテラル値の比較とデータ型・言語タグ メタデータ提供者は、データ型、言語タグを持つものと持たないものは、リテラル値が同じであっても、アプリケーションは異なる値として処理することに留意してください。
メタデータ利用者は、同じプロパティでも、メタデータによってデータ型、言語タグの与え方にはばらつきがあることに留意します。異なる情報源のメタデータを処理するアプリケーションは、リテラル値を比較するときに、言語タグやデータ型を取り除いた単純リテラルにいったん変換するほうが安全である場合が多いといえます。
XMLにおける言語タグの注意 XMLでxml:langを用いて言語タグを指定した場合、この属性は子孫要素に継承されます。そのため、不用意にルート要素で言語タグを指定すると、本来言語タグを持つはずのない日付データが言語タグを持ったり、英語標記のラベルが日本語とされてしまったりする場合があります。
このRDF/XMLから得られるグラフをTurtleで記述すると、次のようになります。
RDF/XML構文では、言語タグはルート要素におかず、必要なプロパティ要素にのみ記述します(RDFaにも同様の問題があります。こちらはHTMLとしてルート要素でlang属性を指定することが推奨されるので、気づかないまま不適切な言語タグを与えてしまう危険性が一層高くなります)。
メタデータ提供者は、メタデータの公開、共有、交換に際しては、RDFを用いてください。
関係データベースとRDFの変換 メタデータ提供者は、関係データベースに保持しているメタデータをRDFとして公開する場合、マッピングファイルを用意することで、変換ツールを利用して容易にRDF化できます。
マッピングファイルによる変換は、D2Rサーバー*30が提供しているほか、W3CにおいてR2RML*31としてマッピング言語の標準化が進められています。
TopicMapsとRDFの変換 メタデータ提供者、メタデータ利用者は、知識を記述し関連付けるための技術であるトピックマップ(TopicMaps)で記述したデータは、RDFと相互に変換できます。
両者のマッピングは、RTM(RDF to topic maps mapping)言語*32を用いて記述できます。このマッピングを用いて、Omnigatorなどのツールで相互変換を行なうことができます。
メタデータ提供者は、メタデータ(のファイル)から、準拠する記述規則にdcterms:conformsToを用いて関連付け、参照可能にしてください。
メタデータ利用者は、次の手順でプロパティの整合調整(alignment)を行ない、異なるソースのメタデータを組み合わせて活用できます。
元データと公開データの準拠規則 メタデータ提供者がメタデータを公開する場合、ある規則に準拠して記述された元データを、別の公開用規則に基づいて変換することもあり得ます。たとえば
といったケースが考えられます。本ガイドラインにおいては、コンピュータによるメタデータ変換利用を想定し、この場合はdcterms:conformsToはDC-NDLを参照することを推奨します。元データの準拠規則は、データを利用する際に確認できるよう、コメントなどの形で記述します。
複数のソースからの、異なるプロパティとデータ構造、粒度をもつメタデータを集約して利用する場合、プロパティを整合調整し、粒度が同じレベルになるよう単純化する(ダムダウン)必要があります。
メタデータ提供者は、ダムダウンのための情報をスキーマの定義に加える(3.1.3を参照)か、あらかじめ単純化したプロパティを追加してメタデータを公開してください。
メタデータ利用者は、スキーマ定義を参照して、必要なレベルにダムダウンを行ないます。
基本プロパティの単純化値 メタデータ提供者は、たとえばシソーラスのラベルを構造化プロパティとして提供する場合、標目形を単純化プロパティとしても併せて提供してください。
ダムダウンのためのプロパティ関係記述の利用 メタデータ利用者は、複数のメタデータを集約するために:
構造化プロパティの値の利用 メタデータ利用者は、取得したデータのプロパティ値が構造化されている場合、次の手順でプロパティ値をダムダウンできます。
RDFにおいてはトリプルの順序は保持されありません。たとえば次の構造化値をダムダウンする際に、
連結がどの順序で行なわれるかはアプリケーションに依存します。この場合、利用アプリケーションは、連結する際にプロパティのローカル名をラベル(導入句)として加えても構いません。
ダムダウンのタイミング ダムダウンを行なうと、元のメタデータの情報の一部が失われることになります。通常ダムダウンは不可逆の変換なので、メタデータ利用者は、
という形が望まれます。
また、マッピング定義がないプロパティをdc:descriptionにダムダウンすると意味をなさなくなる場合があるので、元プロパティのローカル名を、カッコ付き(あるいは区切り文字付き)で値の先頭に付加しておくと解釈の手がかりとなります。例えば、
をダムダウンして、dc:descriptionの値を”2000”としてしまうと、これは製品の価格なのか発売日なのか有効期限なのか区別がつかず、役に立たない情報になってしまいます。ダムダウンする場合に
とすることで、利用時に意味を確認できます。
一般にスキーマのURIは安定していることが望まれます。メタデータ提供者は、意味解釈の変更を伴うような重大な改定がない限り、最新スキーマは常に同じURIで参照できるようにしてください。
各バージョンのスキーマを参照可能にするためには、日付もしくはバージョン番号を含むURIで各バージョンを公開する方法がしばしば用いられます。スキーマ本来の名前空間URIを参照した場合は最新バージョンが取得できるようにサーバーを設定し、最新バージョンと直前のバージョンを、owl:priorVersionを用いて関連付けておきます。
スキーマの名前空間URIがhttp://example.org/terms/ex#である場合、2011-02-14版の最新バージョンには、2010-08-31版の旧バージョンとの関係を次のように記述します。
メタデータ提供者は、メタデータに(ファイル単位で)タイトル、作者、作成日時、準拠スキーマなどの管理データ(メタ・メタデータ)を付与し、長期の相互運用性を確保してください。
メタデータ提供者が、メタデータに記述された作成日から適用スキーマのバージョンを知るためには、どのバージョンがどの期間有効だったかを把握する手段が必要になります。
個別に公開されているスキーマの場合、適用バージョンは次の手順で確認します。
複数の情報源のRDFトリプルは、いったん集約してしまうと情報源を区別できなくなってしまいます。メタデータ利用者がRDFを集約、保管する場合は、情報源ごとにRDFトリプルを「グラフ」(データセット)としてまとめ、そのグラフ単位に情報源、収集日時などのメタデータを管理してください。
一般的なRDFデータベースは、RDFトリプルに、トリプルが属するグラフURIを加えた四つ組みを単位としてデータを格納します。このグラフURIを主語として、収集日時や情報源名ラベルなどのメタデータを記述・保管することで、トリプルの由来情報を保持しておくことができます。
2.4.2で示したメタ・メタデータが提供される場合、併せてグラフのメタデータとして保持しておくことができます。
グラフURIは、同じ情報源から異なる日時にデータを集める可能性を考慮して、情報源URIと日時を組み合わせたものとすると安全です。情報源URIにクエリ文字列(?で結合された文字列)として日付を加えるほか、ある時点でのリソースを識別するURIスキームとして提案されているduri:*33を用いる方法があります。
由来情報の確認 メタデータ利用者は、RDFデータをデータベースから取得するとき、SPARQL*34のGRAPHキーワードを用いてグラフURIを合わせて取り出すことができます。
取り出したグラフURIを主語に、改めてメタデータを問い合わせることで、由来情報を確認できます。
メタデータ提供者がスキーマを登録するとき、
のいずれの方法を採っても構いません。
記述規則定義言語(DSP)は、OWLのクラス制約を用いて記述規則を定義します。この規則に基づいて作成されたメタデータは、記述規則で定義するレコードクラスのインスタンスとして扱うことができます。
一般に、OWLは制約記述言語ではなく推論言語(定義と異なる記述は新事実、あるいは同じ実体の別名とみなす)であり、制約に対する妥当性検証を目的とはしていませんが、一定の前提のもとに、クラス制約記述を検証に用いることは可能で、そうしたツールも提案されています。
メタデータ提供者は、メタデータファイルに記述規則をインポートし、メタデータを(一時的に)レコードクラスのインスタンスと明示することで、ツールによる検証ができます。*35
記述規則で主レコード記述規則#MAINを次のように定義しており、
この規則に基づくメタデータが
と記述されているとします。記述規則がex:で表されるURI で定義されているならば、これをowl:importで取り込んだ上でこのメタデータをex:MAINクラスのインスタンス(<#mysample1>a ex:MAIN)として、OWL推論検証ツールのpellet-icで検証すると、
という検証エラー(issuedの制約を満たしていない=createdしか記述されていない)が出力されます。*36
第4部
RDFについて
RDF(Resource Description Framework)は、1999年にW3Cから勧告されたリソース一般の記述方法の枠組みです。2004年には、実装の経験などを踏まえ、RDFで記述された情報の厳密な意味論を含めた改定が勧告され、メタデータ記述方式の国際的な標準となっています。
RDFは、リソースについての記述を主語(対象)―述語(記述項目)―目的語(項目値)の三つ組み(トリプル)として表現するモデルです。トリプルは、主語リソースと目的語リソースを述語をラベルとした矢印で結ぶ図で表現できます(図4)
RDFのトリプルの集合を「グラフ」と呼びます。また、グラフ中の述語をしばしば「プロパティ」と呼びます。
RDFによるリソースの記述は、一つのデータベース内で保持されるだけでなく、ウェブを通して広く共有、交換されることを念頭においています。そのため、トリプルとして記述する主語、述語、目的語は、グローバルに識別が可能な形で表現されなければなりません。RDFはこれらの表現にUniform Resource Identifier(URI)を用います。
URI、特にhttp:スキームによるURIはすでにWWWでのウェブページアドレスとして広く用いられてきています。ドメイン名システムとの組み合わせにより
という2つの重要な機能を持っており、どんな組織においても、確実にグローバルに一意な識別子を与えることができます。また、グローバルに一意であるということは、同じURIを用いて名前付けされたリソースは、同一とみなせることを意味します。従って、異なる組織で別々に記述されたRDFグラフであっても、共通のURIを介して連動させることが可能となります(図5)。
リテラルと空白ノード またRDFトリプルの目的語は、URI以外にリテラル値を持つことができます。これは、URIのように何らかのリソースを名前付けするのではなく、その値そのものがリソースであるタイプの目的語です。たとえばある人の「名前」プロパティの目的語(値)として「山田太郎」があるとき、この値は文字列そのものであって、何か別のものを表しているわけではありません。リテラル値は、URIと違って主語や述語に用いることはできません。
さらに、トリプルの主語と目的語は、URIで名前付けせずに、匿名の「あるリソース」とすることができます。グラフの図を描くとき、このリソースは空白の円で表されるので、通常これを「空白ノード」と呼びます。空白ノードは、数式における変数とよく似た役割を果たします。
RDFの記述対象となる「リソース」は、URIによって名前付け(識別)されます。これは、ウェブ文書のようにネットワーク経由でアクセスできるものに限らず、書籍、人物、概念など、名前付け可能なものすべてを対象とできます。
(図4)において、主語となる書籍を「http://example.org/bib/b01234」とURIで表していますが、このURIを辿っても本そのものがネットワークで送られてくるわけではありません。また、目的語となる主題件名を「http://example.org/sh/音楽」としているのも同様で、「音楽」のような具体的な形を持たない概念もURIで表現されます。
主語と目的語の関係(項目名)も、「http://example.org/term/主題」というURIとなります。項目名をURIで表現することで、異なる組織の項目名を的確に共有したり区別したりできます。さらに、項目名URIを主語にしたRDFを記述すれば、項目名に関する説明や、異なる組織の項目名同士の関連をも説明することが可能になります。
たとえば、A図書館の「主題」項目とB図書館の「件名」項目が、同じ意味を表しているということを、項目名同士の関係として表現できます(図6)。
RDFスキーマ(RDF Schema)は、記述対象の分類を可能にする「クラス」と、記述の述語に用いる「プロパティ」を名前付けして定義します。RDFスキーマでは、クラス、プロパティの階層的定義、およびプロパティとクラスの関係定義を行ないます。
たとえば、「作曲家」と「作者」というプロパティを階層関係として(「作曲家」は「作者」の《サブプロパティ》である)定義すると、「AはBの作曲家である」というメタデータから、暗黙的に「AはBの作者である」という関係を導くことができます。
RDFではプロパティもURIで名前付けされるため、異なる領域で定義されるメタデータ・スキーマを関連付け、複数の情報源からのメタデータを相互変換したり連動させることが可能になります。たとえば「x:作曲家」「y:著者」などの異なる語彙のプロパティをダブリンコアの「dc:creator」と関連付けておけば、音楽メタデータと書籍メタデータを、同じ項目名を用いて横断検索できます(図7、4.2参照)。
このようなマッピングは、rdfs:subClassOfを用いて記述します。
RDFスキーマでは、プロパティの「値域」を定義できます。値域は、そのプロパティの目的語となるリソースが暗黙的に属するクラスを示します。例えば、プロパティ「x:作曲家」の値域を「x:音楽家」と定義すると、「A x:作曲家B.」というトリプルから、Bは音楽家であることが分かります。
プロパティの値域は、メタデータの記述規則における項目値の制約条件と裏表の関係になります。値制約は項目値として許される値の範囲(グループ)を限定する規則であるのに対し、値域は目的語(項目値)がどのクラス(グループ)に属するかを推論して導くものです。
値域は制約ではありませんが、矛盾を見つけることはできます。たとえば値域がrdfs:Literal(リテラル値)であるプロパティの目的語に人物などを記述すると、その人物がリテラル文字列でもあることになり、矛盾が生じます。こうした性質を利用して、一定の条件下で、プロパティの値域を用いて制約チェックを行なうことも可能です。
プロパティは「定義域」も持つことができます。これは値域とは逆に、主語となるリソースの属するクラスを示す働きをします。
RDFのグラフは柔軟なモデルを表現できます。表形式データはもちろん、関係データベースの複数テーブルに格納した複雑なデータであっても、RDFの記述に変換することが可能です。いったんRDFに変換したデータは、URIによって記述対象やデータ値を集約でき、また項目名(プロパティ)間の関係も定義できるので、データの交換が容易になります。
異なる組織間でのデータ交換のためには、それぞれのデータ項目や構造のマッピングが必要です。この交換が、1対1ではなく複数対複数になると、必要なマッピングは幾何級数的に増加します。
RDFの多様なデータ表現とURIを介したデータ集約・関連付けを利用し、各組織のデータ交換の中間項にRDFを用いれば、変換マッピングは各組織とRDFの間だけでよいことになります。RDFがデータの交換と共有のための橋渡しを行ないます。RDFはデータ流通の共通基盤です「バス」として機能するのです(図8)
新たに定義するプロパティをシンプルDCなどの標準汎用語彙に結びつけるためには、「サブ・プロパティ」の関係を用います。ex:著者がdc:creatorのサブ・プロパティであることは、次のように記述します。
この関係を用いて、一般的なRDF推論システムは、
というデータから次のデータを導くことができます。
この推論を利用して、元メタデータにはdc:creatorが使われていなくても、dc:creatorを対象にした検索が可能になります。
プロパティの対応関係だけでは、異なる構造を持つデータをマッピングできません。たとえば作者と作成日を「作成イベント」という形でまとめて記述するメタデータがある場合、
サブ・プロパティ関係を定義しても、作者、作成日を<#myitem>の直接のプロパティとして表現することができません。フラットな構造のメタデータとして利用可能にするためには、構造の変換も含めたマッピングが必要です。
SPARQLのCONSTRUCT RDFデータのクエリ言語SPARQLには、検索したデータを特定の構造のRDFグラフとして返すためのCONSTRUCT構文が用意されています。
というクエリを用いることで、前のデータを次のRDFに変換できます。
RDFでは、トリプルの順序は意味を持たありません。TurtleやRDF/XMLの構文において特定の順序で記述されているデータも、いったんRDFデータベースに取り込んで再度出力した場合に、異なる順序となる可能性があります。
RDFリスト RDFのデータモデルとして、順序を持つ閉じたリストを表現するRDFリストがあります。Turtle構文では、()の中にリストの項目をスペース区切りで列挙して表現します。
RDF/XML構文では、プロパティ要素に属性rdf:parseType="Collection"を加え、要素内容にリスト項目を列挙します。
この場合、ex:creator_listの目的語は閉じたリストとなり、順序も保持されます。
ただし、ここでプロパティとしてdcterms:creatorを用いると、その値域がdcterms:Agentと定義されていることと矛盾してしまうので、リストを用いる場合はプロパティの定義に注意を要します。また、プロパティの目的語をリストと定義したら、著者が1名であってもリストを用いることになる点にも注意が必要です。
コンテナモデル(非推奨) RDF/XML構文には、HTMLのリスト項目要素(<li>)に類似した<rdf:li>要素が用意されており、これをrdf:Seq型付ノードの子要素として列挙することで、順序を表現するという方法が使われてきました。
rdf:liはRDFのプロパティではなく、RDF/XML構文の独自要素で、処理アプリケーションはこれを特殊なプロパティに変換して扱います。上記のRDF/XMLは、Turtle構文では次のようになります。
モデルとしてトリプルの順序が保持されるのではなく、RDF処理アプリケーションがrdf:_1、rdf:_2、rdf:_3…というプロパティを番号と解釈することで、結果的に順序を保持する形になります。
このコンテナモデルは、XML構文とアプリケーションの解釈に依存しており意味論的な裏付けがないこと、また順序表現はリストで可能であることなどから、非推奨(新規データでは用いるべきではありません)とされる見込みになっています。
XMLでは、記述対象のラベルをテキスト要素として、その属性を用いて関連情報を記述する方法がしばしば持ちいられます。
これをRDFで表現する場合、属性の情報を適切に扱うために、テキスト内容を本ラベル(たとえばname)とした実体を考えるとうまくいきます。
リソースの特徴を、そのリソースを直接の主語としたプロパティの集合で表現するモデル。シンプルで扱いやすく、メタデータ同士の相互変換もスムーズです。一方で、プロパティをグループ化する手段はないため、特徴を細分化した表現には向きません。
関連するプロパティをまとめて構造化する形のメタデータモデル。情報はよく整理される一方、どのプロパティを構造化するかは設計者次第なので、複数のメタデータを統合する際には、スキーマを理解したうえで同じ構造に変換する必要があります。
多くのメタデータモデルでは、作者や日付はリソースの直接のプロパティとして記述されますが、美術館、博物館などでは、作成、発掘、購入などのイベント単位での記述を重視したモデルも用いられます。
第5部
メタデータ記述に用いられる代表的語彙
広範な資源記述に用いられるRDF語彙としては、人物を中心とした表現のためのFOAF(Friend of a friend)、シソーラス表現のSKOS(Simple Knowledge Organization System)、再利用のためのライセンスを記述するCreative Commonsなどがあります。これらの語彙は、ダブリンコアや各領域の語彙と組合せることで、より豊かなメタデータの表現を可能にします。
以下にこれらの語彙で定義されている主要なプロパティ、クラスを示します。
ダブリンコアの語彙には、異なる領域を通じて共通に使える語彙として、シンプルで基本的(コア)なものに限定した「ダブリンコア・メタデータ要素」と、基本要素を精緻化し、詳細なメタデータ記述が可能な拡張要素を含めた「ダブリンコア・タームズ」があります。
1995年3のワークショップでは、できるだけ幅広い領域のリソースを記述できる「コア」なメタデータ要素、ダブリンコア(DC, Dublin Core)の策定が目指され、その成果として定義されたのが、ダブリンコア・メタデータ要素(シンプルDC)です。
シンプルDCは、さまざまな分野に共通するプロパティを目録専門家でなくても使えるように整備し、分野を越えた意味の相互運用性(semantic interoperability)を得ることが狙いです。そのため要素はシンプルで基本的(コア)なものに限定しており、必要ならこの共通項を基盤にして拡張ができる柔軟性を提供しています。
シンプルDCには表4の15のプロパティが含まれます。
シンプルDCは、次の名前空間で定義されています。
シンプルDCは、「コア」であることを目指して15のプロパティを定義するにとどめ、より精緻な記述のためには、利用者がプロパティ拡張できるようにしました。しかし「作成日」「更新日」といった頻繁に用いる記述を利用者ごとに拡張していては、「意味の相互運用性」という重要な目的が果たせません。そこで、ダブリンコア自身が基本要素を精緻化し、詳細なメタデータ記述が可能な拡張要素を導入し、シンプルDCの15要素とあわせてDCMI Metadata Terms(DCタームズ)を定義しました。
表5、表6に、このDCタームズから主要なプロパティを挙げます。
DCタームズは、次の名前空間で定義されています。
プロパティ | 定義 |
---|---|
title | リソースに与えられた名前 |
description | リソースに関する説明 |
date | リソースのライフサイクル中の出来事に関連する日時もしくは期間 |
creator | リソースの作成*に主たる責任を持つ実体 |
contributor | リソースへの協力、貢献に責任を持つ実体 |
publisher | リソースを利用可能にすることに責任を持つ実体 |
type | リソースの性質もしくはジャンル |
format | ファイル形式、物理メディア、リソースのサイズなど |
language | リソースの言語 |
identifier | ある文脈におけます、リソースへの曖昧さのない参照 |
rights | リソースに適用される権利に関する情報 |
relation | 関連するリソース |
source | リソースの派生元リソース |
subject | リソースのトピック |
coverage | リソースの空間的あるいは時間的トピック、あるいは適用対象、リソースが有効となる地域など |
プロパティ | 定義 |
---|---|
title | リソースに与えられた名前 |
alternative | 代替となるタイトル |
description | リソースに関する説明 |
tableOfContents | リソースのサブ単位のリスト(目次) |
abstract | リソースの要約 |
date | リソースのライフサイクル中の出来事に関連する日時もしくは期間 |
created | リソースが作成された日 |
valid | リソースが有効となる期日もしくは期間 |
available | リソースが利用可能となる期日もしくは期間 |
issued | リソースの公式発行日 |
modified | リソースが変更された日 |
creator | リソースの作成に主たる責任を持つ実体 |
contributor | リソースへの協力、貢献に責任を持つ実体 |
publisher | リソースを利用可能にすることに責任を持つ実体 |
language | リソースの言語 |
identifier | ある文脈におけます、リソースへの曖昧さのない参照 |
rights | リソースに適用される権利に関する情報 |
プロパティ | 定義 |
---|---|
type | リソースの性質もしくはジャンル |
format | ファイル形式、物理メディア、リソースのサイズなど |
extent | リソースのサイズもしくは長さ |
medium | リソースの素材もしくは媒体 |
relation | 関連するリソース |
isVersionOf | 主語リソースは目的語リソースのバージョン、版、翻案 |
hasVersion | 目的語リソースは主語リソースのバージョン、版、翻案 |
isPartOf | 主語リソースは目的語リソースの物理的もしくは論理的一部 |
hasPart | 目的語リソースは主語リソースの物理的もしくは論理的一部 |
isReferencedBy | 主語リソースは目的語リソースから参照、引用、あるいはポイントされている |
references | 目的語リソースは主語リソースから参照、引用、あるいはポイントされている |
source | リソースの派生元リソース |
subject | リソースのトピック |
coverage | リソースの空間的あるいは時間的トピック、あるいは適用対象、リソースが有効となる地域など |
spatial | リソースの空間的な特徴 |
temporal | リソースの時間的な特徴 |
メタデータには著者をはじめ人物に関する記述がしばしば登場します。人とその活動に関する情報の記述には、FOAF(Friend of a friend)語彙がよく用いられています。FOAF語彙は、次の名前空間で定義されます。
FOAFは人物だけでなく、人物に関連する幅広いリソースを記述することを念頭に置いているため、人物だけではなく、その制作物である文書、写真、あるいは所属する組織などを表現するためのクラス(表7)が用意されています。
クラス | 説明 |
---|---|
Agent | 人間、グループ、ソフトウェアなど、「ある行為をする能力のある人(もの)」を総称するクラス |
Person | 人物を表すクラス。Agentのサブクラス |
Group | Agentの集まりであるグループを表すクラス。Agentのサブクラス |
Organization | 会社、協会など、社会的なAgentをあらわすクラス。Agentのサブクラス |
Document | 文書を表すクラス |
Image | 画像を表すクラス。Documentのサブクラス |
人(もしくはAgent)を主語として、そのプロフィールを表現するプロパティには、表8のものが含まれます。
FOAFには、人(Agent)ばかりでなく、人が関心を持つ一般的なリソースなどを記述するためのプロパティも用意されています。主要なものを表9に挙げます。
プロパティ | 定義 |
---|---|
name | 名前(人に限らず使えます) |
surname | 姓 |
givenname | 名 |
nick | ニックネーム |
gender | 性別 |
title | 敬称(Mr,Ms,Drなど) |
mbox | 特定の所有者に結びつけられたメールボックスで、家族などと共有していないもの |
homepage | ホームページ |
weblog | ウェブログ |
openid | OpenID |
knows | 知っている人 |
interest | 関心を持っていることに関するページ |
topic_interest | 関心を持っているトピック |
publications | 主語人物の出版、発表物リストのページ |
made | 主語エージェントが作ったもの |
schoolHomepage | 母校のホームページ |
workplaceHomepage | 勤務先のホームページ |
currentProject | 現在手がけているプロジェクト(のページ) |
pastProject | 以前手がけたプロジェクト(のページ) |
プロパティ | 定義 |
---|---|
depiction | 主語を描いたもの。写真やイラストなど |
depicts | 主語画像が描いている内容(depictionの逆) |
maker | リソースの作者(madeの逆) |
based_near | 目的語の近くにいます(あります)ことを示す |
page | 主語リソースに関するページ、文書 |
topic | 主語ページ、文書のトピック(pageの逆) |
primaryTopic | 主語ページの中心トピック。topicのサブプロパティ、かつ関数型プロパティ |
isPrimaryTopicOf | primaryTopicの逆の関係を表すIFP |
member | 目的語は主語グループのメンバーである |
シソーラス、タクソノミー、分類表や件名標目表などの知識組織化体系をウェブを通じて共有、リンク付けするための語彙として、SKOS(Simple Knowledge Organization System)がW3Cから2009年に勧告されています。SKOSでは分類や件名を概念(Concept)クラスで表現し、それらの属性や関係を体系的に記述します。
SKOSの主要なプロパティとしては、概念に名前を与えるもの(表10)、概念の関連を表現するもの(表11)、概念記述の注を与えるもの(表12)が定義されています。
FOAFは人物だけでなく、人物に関連する幅広いリソースを記述することを念頭に置いているため、人物だけではなく、その制作物である文書、写真、あるいは所属する組織などを表現するためのクラス(表7)が用意されています。
プロパティ | 定義 |
---|---|
prefLabel | 優先ラベル(標目) |
altLabel | 代替ラベル(同義語) |
hiddenLabel | 非表示ラベル |
プロパティ | 定義 |
---|---|
broader | 広義語 |
narrower | 狭義語 |
related | 関連語 |
broadMatch | 別のシソーラスにおける広義語 |
narrowMatch | 別のシソーラスにおける狭義語 |
relatedMatch | 別のシソーラスにおける関連語 |
closeMatch | 別のシソーラスにおける類似語 |
exactMatch | 別のシソーラスにおける同義語 |
inScheme | 概念が属するスキーム(シソーラス) |
hasTopConcept | シソーラスの最上位概念 |
topConceptOf | 最上位概念として属するシソーラス |
SKOSは次の名前空間で定義されます。
また、読みを持たせるなど構造的なラベルを表現するために、SKOS拡張ラベル語彙もSKOS勧告で定義されています。これは拡張ラベルをLabelクラスのインスタンスとして表現し、表13のプロパティで関連付けるものです。
SKOS拡張ラベルは次の名前空間で定義されます。
プロパティ | 定義 |
---|---|
notation | 表記法 |
note | 注 |
editorialNote | 編集注 |
historyNote | 編集履歴 |
changeNote | 変更注 |
scopeNote | スコープノート(適用範囲) |
example | 例 |
definition | 定義 |
プロパティ | 定義 |
---|---|
literalForm | ラベルの参照形 |
prefLabel | 優先拡張ラベル |
altLabel | 代替拡張ラベル |
hiddenLabel | 非表示拡張ラベル |
labelRelation | 拡張ラベル間のリンク |
第6部
メタデータ・スキーマ定義言語
記述規則定義言語(OWL-DSP)のオントロジー記述を以下に示します。
最初のレコード記述規則IDは、MAINとする。
記述規則定義において修飾名(名前空間接頭辞)を用いる場合、標準接頭辞以外の接頭辞が必要であれば、先頭([MAIN]ブロックの前)に名前空間宣言ブロック[@NS]を置く。
レコード記述規則ID(以下ID)を[]内に記し、続く行でレコード内に含まれる項目記述規則を、1項目1行で列挙する。
※項目記述規則の1行目を各列の名前(ラベル)とする場合は、行頭に#を置いてコメントとする必要があることに注意
6.2.6で定義する標準名前空間以外の名前空間を用いる場合は、記述規則ブロックの前に名前空間宣言ブロックを置いて、接頭辞と名前空間URIのマッピングを宣言する。
名前空間宣言ブロックID([@NS])を最初に記し、続く行で接頭辞とURIの組をTABで区切って列挙する。宣言の1行目には、各列のラベルをおいてよい。
6.2.6で定義する標準名前空間URIを、標準設定と異なる接頭辞に結びつける宣言をしてもよい。
※@baseで指定するURIは、「記述規則の名前空間」であって、記述規則を用いて生成する「メタデータインスタンス」のデフォルト名前空間ではないことに注意。
項目記述規則は1行1項目とし、各行は次の要素をTAB区切りで並べる。
値タイプをIDとする項目記述規則は、レコード自身の扱いを定める特殊な規則とする。
項目規則名(規則ラベル) 項目記述規則に与える識別名で、データに対する「タイトル」「著者」などといった項目名(列名、フィールド名)と同等。
項目記述規則をURIとして表現するために用いるので、レコード規則IDと同様の文字で構成する(英数字もしくはカナ漢字を用いることができるが、最初の文字を数字にすることはできない。空白文字、記号は用いない)。
※項目規則名に空白文字を用いた場合は、URIでは_に変換する。記号は%HHの形にURLエンコードされる(ただし・については、_に変換する)。
プロパティの修飾名 規則に従って記述された項目をRDFに変換するために用いるプロパティを、修飾名で記述する。たとえば「タイトル」項目をシンプル・ダブリンコアのtitleとする場合は、ここに「dc:title」と記す。
この修飾名に用いる接頭辞は、6.2.6の標準接頭辞、もしくは6.2.3で定義したものとする。
※接頭辞のないプロパティを記述した場合は、独自語彙によるプロパティとして、レジストリ登録時に語彙も合わせて定義・登録するものとする。
出現回数制約 レコード内における項目の出現回数について、最小回数、最大回数の2欄に記述する(値は0または正の整数、またはキーワード)。最大回数の制約がない場合は-とする。
回数を-とする(ただしコンピュータによるチェック上は、任意と同じ)。
値タイプおよび値制約 項目の値は、表15のいずれかのタイプとする。
それぞれのタイプについて、以下の規則に基づく値制約を記述する。ただし値タイプ=IDについては、値制約欄を異なる目的で使用する(次項6.2.4を参照)。
(値制約で修飾名を用いる場合の接頭辞も、プロパティ欄と同様、6.2.6の標準接頭辞、もしくは6.2.3で定義したものとする)
最小出現回数 | 最大出現回数 | 意味 |
---|---|---|
0 | 1 | 記述は任意で、最大1回 |
1 | - | 必須で、何回記述してもよい |
1 | 1 | 必須で、必ず1回 |
0 | - | 制約なし(任意で、何回出現してもよい) |
推奨 | - | 推奨(検証上は任意と同等) |
値タイプ | 記述する値 |
---|---|
ID | レコードのIDを記述する |
制約なし | 任意の値を記述してよい |
文字列 | リテラル値を記述する |
構造化 | 入れ子記述に相当するリソース |
参照値 | URIによる外部参照リソース |
値タイプ=文字列の場合 値制約欄は次のように記述する:
値制約 | 意味 |
---|---|
任意の文字列 | |
xsd:decimal | 十進数 |
"バナナ" "りんご" "みかん" | 「バナナ」「りんご」「みかん」のいずれか |
値タイプ=構造化の場合 値制約欄は次のように記述する:
値制約 | 意味 |
---|---|
#構造化タイトル | 同じファイル内の[構造化タイトル] ブロックで定義される値 |
foaf:Agent | 値はfoaf:Agentクラスのインスタンス |
foaf:Person rda:Family | foaf:Personもしくはrda:Familyのインスタンス |
※構造化値にクラスと項目記述両方の制約を与えたい場合は、#規則ID型を用い、6.2.4に従って[規則ID]ブロックのID型記述規則のプロパティ欄にクラスを指定する。[規則ID]ブロックにID型規則持たせずに(空白ノードのまま)クラスを与える定義は、この簡易DSPではサポートしない(DSP定義言語で直接記述することはできる)。
値タイプ=参照値場合 値制約欄は次のように記述する:
値制約 | 意味 |
---|---|
任意のURI | |
ndlsh: | NDLSH語彙に属するURIが記述できる |
ndlsh: bsh: | NDLSHもしくはBSH語彙に属するURI |
card:VISA card:AMEX | URI(修飾名)card:VISA、card:AMEXのいずれか |
※値制約をndlsh:とした場合、実際のデータには「ndlsh:図書館」など、その名前空間URIで表される語彙に属するURIが記述できる(データがndlsh:となるのではないことに注意。また、一般に個々のURIはndlsh:名前空間に属すると考えられるが、名前空間が異なる場合もある)。
※特定のURIを記述する場合は<>で囲むことに注意。
ID項目規則 値タイプ=IDの項目記述規則は、ID欄を定義すると同時に、レコード自身の扱いも定義する。
各レコード記述規則ごとに、ID型の項目記述規則は1つしか指定できない。[MAIN]規則には、原則としてID型項目を持たせるものとする。
dcndl | http://ndl.go.jp/dcndl/terms/ |
ndlsh | http://id.ndl.go.jp/auth/ndlsh/ |
bsh | http://id.ndl.go.jp/auth/bsh/ |
ndlbooks | http://iss.ndl.go.jp/books/ |
@base | http://ndl.go.jp/dcndl/dsp/biblio |
#項目規則名 | プロパティ | 最小 | 最大 | 値タイプ | 値制約 | 説明 |
---|---|---|---|---|---|---|
書誌ID | foaf:Document | 1 | 1 | ID | ndlbooks: | 文書のID |
タイトル | dcterms:title | 1 | 1 | 構造化 | #構造化タイトル | 文書の表題 |
著者 | dcterms:creator | 0 | 1 | 構造化 | foaf:Agent | 文書の作者 |
発行日 | dcterms:issued | 1 | 1 | 文字列 | xsd:date | 文書の発行日 |
主題 | dcterms:subject | 0 | - | 参照値 | ndlsh: bsh: | 文書の主題 |
#項目規則名 | プロパティ | 最小 | 最大 | 値タイプ | 値制約 | 説明 |
---|---|---|---|---|---|---|
リテラル値 | xl:literalForm | 1 | 1 | 文字列 | タイトル自身 | |
読み | dcndl:transcription | 0 | 1 | 文字列 | タイトルの読み |
標準名前空間接頭辞 頻繁に用いられる名前空間として、表19の標準接頭辞マッピングを用意する。
標準マッピングの接頭辞のみを用いる場合、名前空間宣言ブロックは省略してよい。
標準マッピングと異なる接頭辞、URIの組み合わせが名前空間宣言ブロックに記述されている場合は、その記述を優先する(デフォルト宣言を上書きする)。
接頭辞 | 名前空間URI |
---|---|
dc | http://purl.org/dc/elements/1.1/ |
dcterms | http://purl.org/dc/terms/ |
foaf | http://xmlns.com/foaf/0.1/ |
skos | http://www.w3.org/2004/02/skos/core# |
xl | http://www.w3.org/2008/05/skos-xl# |
rdf | http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns# |
rdfs | http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema# |
owl | http://www.w3.org/2002/07/owl# |
xsd | http://www.w3.org/2001/XMLSchema# |
レコード記述規則IDの省略 名前空間宣言がない場合、主規則はレコード記述規則ID[MAIN]の行を省いて、項目規則のみを列挙できる(つまり、入れ子規則がない記述規則は、項目規則の表のみで示すことができる)。
6.2.5の簡易DSP記述例をOWL-DSPに変換し、メタデータを加えたRDFは次のようになる。
本書に掲載されているコンテンツ(文章、図画、写真、各種データ等)の著作権は、ロジカルウェブ株式会社または各コンテンツの著作権者が保有しています。本書のコンテンツは、法律に定めある場合もしくは弊社またはコンテンツの権利者の承諾がある場合を除き、複製・自動公衆送信・送信可能化・転載・転送・加工、その他これに類する行為の対象とすることはできませんのでご注意ください。本書に掲載されているコンテンツを、著作権法第32条に規定される範囲で引用する際には、引用元として本書の名称とURLを明記してください。
本書はEPUB 3.0の2011年5月23日時点での仕様に基づいて制作されています。EPUB 3.0の仕様はアップデートされる可能性があり、このコンテンツは仕様に適合しなくなる場合があります。